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(1) 動機： 防災・減災の取り組みにおいて，過去の災

害事例の活用は有用である．東日本大震災では，

シミュレーション結果に比しての想定外が多く叫ば

れた．過去の災害に関する資料は震災以前から存

在していたが，防災対策においては十分には活用

されなかった．これは過去の災害事例を地域防災

に活かすノウハウが共有されていないことも一因で

あろう．しかし，日本国内において自然災害情報の

総合的な収集・配信を行う組織が存在しないことも，

災害事例の利活用が進まない要因の一つといえる．

このことから，これまで災害資料を専門的に取扱っ

てきた自然災害情報室では，過去の災害事例を含

む自然災害情報の総体的なアーカイブと，その情

報配信体制を構築する必要があると考えた． 
(2) アプローチ： 収集対象とする自然災害情報を 2 つ

のカテゴリーに定義した．次に，現状で実施可能な

アーカイブ技術として 3 つの手法を適用した．そし

て，災害情報を活用するために必要なサービスとし

て 3 つの情報発信体制を検討した． 
(3) 意義： 自然災害情報の総体的なアーカイブと情報

配信が実現すれば，防災対策の意思決定に資す

る重要な情報として活用できる．災害資料のアーカ

イブは，貴重な資料の散逸を防ぎ，これらを社会遺

産として後世に遺すことができる．また，自然災害

に関する総合窓口によって，地域における災害情

報の利活用の支援，普及の促進が期待される． 
(4) 特徴： アーカイブの対象とする自然災害情報は，

情報量の疎密を基準として 2 つのカテゴリーに定

義した．一つは過去の災害事例に関する情報，もう

一つは，発災直後に各機関から発信される即時的

な災害情報である．対象とする災害種は，防災科

研の研究分野に拠る（堀田ほか，2012）．以下に詳

細を述べる． 

・ 自然災害情報の定義：2 つのカテゴリー 
① 過去の災害事例に関する情報 

災害資料，歴史資料，および地域史か

らの災害事例の抽出 
② 発災直後の災害情報 

公的機関の災害情報，調査速報 
・ 社会遺産としての継承：3 つのアーカイブ技術 

① 収集資料の永久保存 
研究資料管理棟（空調制御，雑菌対

策）への収蔵 
② 各種資料のデジタル化 

古い年代の航空写真ロールフィルム，

写真，古書のデジタル化 
③ 地理空間情報化 

オルソ写真，各種主題図，写真撮影位

置の同定 
・ 防災情報としての利活用：3 つの情報発信 

① 自機関での閲覧・貸出サービス 
図書および一次資料（現物資料） 

② Web サイトによる情報発信 
国内災害事例の検索・閲覧システム，

災害資料の検索システム，大規模災害

の特集，防災基礎講座，メルマガ 
③ 自然災害情報の総合窓口 

いうなれば，自然災害・防災に関する

総合リファレンスサービスの実現 
(5) 課題： 全体に掲げた目的に比して，現状の組織の

情報生産力が追いついていない．組織の拡充が

必要と思われる． 
(6) 今後の展開： 自然災害情報の利活用が求められ

る時代に即応した，体制基盤の確立を目指す．最

終的なゴールである自然災害情報の総体的アーカ

イブの実現に向けて努力したい． 

 
図 1： 概念図．自然災害情報の総体的なアーカイブと情報発信を行う．人々のシンボルは，窓口に集まる「地域」 


